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皆
川
製
作
所
が
独
自
装
置

電
気
製
品
な
ど
の
組
み
立
て
を
専
門
に
手
掛
け
る
皆

川
製
作
所

（新
潟
県
加
茂
市
）
は
独
自
開
発
し
た
ボ
イ

ラ
ー
用
の
燃
料
削
減
装
置
の
本
格
販
売
に
乗
り
出
す
ｃ

ｌＯ
～
２０
％
の
燃
料
費
の
抑
制
効
果
を
見
込
み
、
工
場
や

温
浴
施
設
、
ホ
テ
ル
な
ど
向
け
に
展
開
す
る
。
ま
ず
２

０
１
９
年
６
月
末
ま
で
に
１０
台
の
販
売
を
目
指
す
。
新

潟
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
装
置
の
性
能
向
上
や

水
素
利
用
に
関
す
る
開
発
体
制
も
強
化
す
る
。

成長が見込まれる水素燃料
関連市場への参入も探る

水素ステ~ン ョン関連
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軟
骨
成
分

コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸

顔
の
形
・皮
膚
の
維
持
関
与

新
潟
大
学
や
愛
知
医
科
大

学
な

ど

の
研
究
グ

ル
ー
プ

は
、
軟
骨
成
分
の

「
コ
ン
ド

コ
イ
一
ン

， 一凱
攻

一
が
頂
や
な

た
Ｇ
今
回
の
研
究
で
は
同
物

質
が
十
分
に
合
成
さ
れ
な
い

マ
ウ
ス
で
は
頭
蓋
骨
や
顔
面

⊃
■
、
支
一
月な
ど
が
Ｉ
事
二

一
部
で
は
顎
の
骨
が
う
ま
く

作
ら
れ
ず
に
前
歯
が
伸
び
続

け
る
現
象
も
あ

っ
た
。

コ
ン
ド

コ
イ
チ
ン
琉
喪
ま

摂
取
が
体
内
で
の
増
加
に
つ

な
が
る
か
な
ど
は
分
か

っ
て

い
な
い
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
今
後
、

身
体

へ
の
働
き
な
ど
を
よ
り

詳
し
く
調
べ
た
上
で
創
薬
に

つ
な
が
る
候
補
物
質
探
し
な

ど
を
進
め
る
。

研
究
成
果
は
英
科
学
誌
の

「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
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装
置
は
商
社
の
エ
ナ
テ
ク

ノ
ス

（東
京

・
千
代
田
）
と

共
同
で
開
発
し
た
。
水
を
電

気
分
解
し
て
で
き
る
、
水
素

と
酸
素
か
ら
な
る
酸
水
素
ガ

ス
と
呼
ぶ
気
体
を
使

っ
て
灯

油
な
ど
の
燃
焼
効
率
を
高
め

る
の
が
特
徴
だ
。

１７
年
に
ボ
イ
ラ
ー
メ
ー
カ

ー
と
岐
阜
県
の
温
浴
施
設
で

性
能
を
確
か
め
た
と
こ
ろ
、

装
置
を
使
わ
な
い
場
合
に
比

べ
て
、
約
１５
％
の
燃
料
が
削

減
で
き
た
。
現
在
も
同
県
と

栃
木
県
の
２
カ
所
の
工
場
で

試
験
的
に
設
置

。
稼
働
を
し

燃
料
削
減
装
置
は
エ
ナ
テ

ク
ノ
ス

（東
京
都
千
代
田

区
）
と
共
同
開
発
し
た

新潟大と共同研究も

新潟大など

て
い
る
ｃ

装
置
の
価
格
は
設
置
場
所

の
環
境
な
ど
に
よ

っ
て
異
な

る
が
、

月
間
の
削
減
効
果
の

２
分
の
１
程
度
の
価
格
で
リ

ー
ス
販
売
す
る
。
毎
月
の
燃

料
費
を
削
減
で
き
る
経
済
効

果
を
訴
え
る
．

皆
川
製
作
所
は
装
置
の
本

格
的
な
開
発

・
販
売
に
向
け

て
１８
年
３
月
に

「
開
発
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
事
業

所
内
に
装
置
の
組
み
立
て
場

所
と
研
究
用
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
今
秋
に
は
２

・
５

倍
の
広
さ
に
エ
リ
ア
を
拡
張

し
た
。
現
在
は
４
人
体
制
で

運
営
し
て
い
る
。

さ
ら
に
新
潟
大
工
学
部
の

八
木
政
行
教
授
と
、
装
置
の

性
能
向
―．
に
向
け
た
共
同
研

究
を
始
め
た
ｃ
新
潟
県
の
補

助
を
受
け
て
１９
年
３
月
ま
で

実
施
を
予
定
す
る
。
同
社
は

研
究
開
発
の
担
当
者
を
博
士

号
の
取
得
に
向
け
て
大
学
に

派
遣
し
て
い
る
．

装
置
に
関
わ
り
が
深
い
水

素
は
産
業
利
用
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
新
潟
県
内

で
も
燃
料
電
池

（
Ｆ
Ｃ
）
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
燃
料
電
池

車

（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
向
け
の
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る

な
ど
の
動
き
が
出
て
い
る
。

共
同
研
究
は
早
期
に
ノ
ウ

ハ

ウ
を
蓄
え
る
こ
と
で
、
将
来

に
向
け
て

「
水
素
を
幅
広
い

場
面
で
使
え
る
体
制
を
整
え

る
」

（井
浦
章
専
務
）
狙
い

も
あ
る
。

同
社
は
１９
年
に
創
業
６０
年

を
迎
え
る
。
電
気
製
品
や
金

属
製
品
の
組
み
立
て
を
主
力

と
し
て
き
た
ち
、
研
究
開
発

体
制
の
強
化
な
と
を
通
じ
て

「
３
年
以
内
を
め
ど
に
、
組

み
立
て
だ
け
で
な
く
メ
ー
カ

―
に
成
長
す
る
の
が
目
標
」

（曽
根
亮
子
社
長
）
だ
。
近

年
は
人
材
派
遣
や
貸
倉
庫
な

ど
に
事
業
を
多
角
化
す
る
。

１８
年
６
月
期
の
売
上
高
は
５

億
９
千
万
円
。

経
営
デ
ザ
イ
ン
認
証
取
得

Ｓ
Ｒ
Ｉ
、
県
内
で
唯

一

企
業
の
機
密
文
書
の
保
管

を
手
が
け
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

リ
サ
イ
ク
ル
研
究
所

（
Ｓ
Ｒ

Ｉ
、
新
潟
市
）
は
日
本
生
産

性
本
部
が
２
０
１
８
年
に
創

設
し
た
経
営
デ
ザ
イ
ン
認
証

を
取
得
し
た
と
発
表
し
た

．^

同
制
度
は
生
産
性
の
改
善
や

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
を
評
価
す
る
も
の
で
、

一
´
・　
三
し
て
製
造
業
や
通

」〓
一‥
Ｆ
〓な
ど
９
組
織
を
認

三

Ｊ
二
　
〓「
潟
県
内
の
取
得

〓

ヽ
Ｒ
Ｉ
の
み
だ

っ
た
。

一ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
認

〓
〓
一　
一一一ど
得
た
。
同
社

二
■

、・
・
一
床
存
が
必
要
か
否

三
●
　

‥
け
か

つ
台
帳
作

●
　

‥、ｉ
官
理
の
社
員
教
育

三

ｒ
二
一
貫
し
て
請
け
負
う

一．　

一
　

二
ス
な
ど
を
展
開

一
）

一
■

ｒ
三
証

長
は

「
顧
客
の

一　
・

・
）
，ヽ
て
業
務
効
率
化

，
・
一　
一二
０
き
め
細
か
い
サ

二
一　
´
キ

価
さ
れ
た
。
今

・
・

・〓
■
不
位
の
事
業
を
展

二
．　

一
と
話
す
。

レ

月レ。オーダー

だわりの一着

中央区寄居町・日本銀行前 TEL(025)224-0663
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チ
ャ
ー

ハ
ン
味

の
ス
ナ
ッ
ク

一口大 具材固める
ン
に
近
づ
け
、
か
む
と
様
々

な
具
材
の
味
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。

見
た
目
や
味
わ
い
は
中
二

料
理
店
で
お
玉
で
国
め
て
〓
一

ら
れ
た
具
だ
く
さ
ん
の
二

´

―
ハ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
．
夫
て

で
き
た
素
材
と
チ
ャ
ー

ア、
ン

風
味
の
大
恒
た
ん
ぼ
く
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
／
（
〓
一

，

ス
ニ

な
ど
具
材
を
出
め
た
‥

１２
月
１７
日
か
ら
２
０
１
９

年
２
月
末
ま
で
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
販
売
す
る
。
参
考
小
売
価

格
は
１
３
８
円
前
後
。

亀田製菓‐・■111121● |.=

期間

亀
田
製
菓
は
１２
月
か
ら
、

チ
ャ
ー

ハ
ン
を

一
国
人
の
ス

ナ

ッ
ク
菓
子
に
し
た

「
一
日

７
、

飯
店
　
炒
飯
」
を
期
間
限
定

中
足

で
発
売
す
る
と
２１
日
発
表
し

旧
隊

た
。
素
材
と
調
味
料
を
全
て

混
ぜ
合
わ
せ
て
固
め
る
モ
ー

ル
ド
製
法
を
採
用
。
見
た
日

や
風
味
も
本
物
の
チ
ャ
ー
ハ
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